
桜
川
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
の
骨
子

桜
源
郷



は
じ
め
に

桜
川
市
は
広
大
な
関
東
平
野
の
北
東
部
に
あ
り
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、「
常
陸
風

土
記
」
や
平
将
門
の
説
話
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紫
峰
筑
波
山
を
は
じ
め
と
す
る

八
溝
山
系
に
抱
か
れ
、
桜
川
の
流
れ
と
共
に
、
個
性
豊
か
な
風
景
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
持
つ
桜
川
市
、
そ
の
恵
ま
れ
た
風
景
を
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
の
責
任
と
実
行
に
か
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
代
社
会
の
都
市
化
の
波
は
、
恵
ま
れ
た
風
景
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
な
く
、

無
造
作
に
侵
入
し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、美
し
い
風
景
を
失
う
だ
け
で
は
な
く
、

心
の
豊
か
さ
も
失
い
か
ね
な
い
。

恵
ま
れ
た
風
景
と
時
代
の
変
化
と
の
調
和
を
求
め
、
よ
り
美
し
い
桜
川
市
を
創
る
た
め
に
、

本
書
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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桜
源
郷
を
め
ざ
し
て



01

景
観
ま
ち
づ
く
り
と

景
観
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

桜
川
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
総
合
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
、
長
期
的
な
展
望
の

一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
か
ら
進
め
て
き
た｢
都
市
計
画｣

に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
て
、
都
市
の
空
間
構
成

に
主
眼
を
置
い
て
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史
に

裏
打
ち
さ
れ
た
自
然
資
源
の
保
全
や
産
業
・
文
化

の
育
成
な
ど
を
、
積
極
的
に
支
援
す
る
意
図
も
含

ま
れ
る
。

本
計
画
は
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
ね
ら
い
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
の
景
観
的
な
目
標
像
と
、
基
本
的
な
考
え
方
を

明
確
に
伝
え
る
目
的
を
も
つ
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
と
他
の
関
連
計
画
と
の
関
係
図

桜川市第一次総合計画

重点地域など

景観まちづくりマスタープラン

景観計画
景観まちづくり
事業プログラム

都市計画マスタープラン
( 基本方針）

都市計画

用途地域など

( 基本方針）

景観まちづくり条例

景観まちづくり体系都市計画体系



桜
川
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
関
連
計
画
書
と
役
割

・桜源郷の実現に向けて、基本的な

 方向性と考え方を示している。

・計画を具体的な行動に移すための、

 よりどころとなることを意図している。

・広く市民に対し、景観への関心を高める

 ことを目的としたもの

計画の位置づけ

・目的・目標

目標像・現況課題

基本方針・考え方

市民主体のとりくみ

・計画の発展と管理

・市民参加手法の概要

・計画の実行手法

・計画・整備プログラムなどの評価

・景観まちづくり計画および他の計画との

 関係づけ

02

桜川市景観まちづくりマスタープラン
（景観まちづくり基本方針）

景観まちづくり事業プログラム

景観まちづくりを推進するための事業を体系的に位置づける。

・多様な事業の実施主体の参画
・総合的な事業の実施
・年次計画　など

桜川市景観計画
(景観法の法定計画）

景観の規制・誘導と
景観法の有効な活用
を意図する。

・景観計画区域の指定

・行為の制限に関する事項

・景観重点地域

・景観重要建造物・樹木など

景観重点地域の計画

重点地域の景観形成を
進めるために必要な事
項を定める。

・行為の制限に関する事項
・景観形成方針　など

桜源郷をめざして

桜源郷のすがた

桜源郷をもとめて

桜源郷をつくる桜源郷をはぐくむ



桜
源
郷
の
す
が
た



盆地地形

岩瀬

中央にある

100～200M級の山

山沿い地形

真壁

桜川
丘陵地形

北

南

西 東

耳
の
縁
の
よ
う
な
形
に

山
が
連
な
っ
て
い
る

03

桜
川
市
の
す
が
た

地
形

300ｍ～ 800ｍ級の山々



鹿
　
島
　
浦

常陸利根川新利根川
小野川

恋瀬川

北浦

霞ヶ浦

印旛沼

利根川

桜川

桜川市

八溝山
1022
▲

筑波山
877
▲

加波山
709
▲

吾国山
518
▲

雨巻山
533
▲

矢祭山
383
▲

花園山
798
▲

小貝川

小貝川

鬼怒川

飯沼川

思川

五行川

江戸川

茨 城 県

千 葉 県

埼 玉 県

東 京 都

涸沼
涸沼川

巴川

那珂川
桜川

久慈川

土浦市

水戸市

栃 木 県

東 京 湾

鹿 島 灘
（太平洋）

　
八
　
溝
　
山
　
地

常
　
総
　
台
　
地

桜
川

鏡
ケ
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
川 筑

波
山

鹿
島
灘

蒸
発雨

霞
ヶ
浦

04

桜
川
水
系

桜
川
は
「
鏡
ヶ
池
」
を
源
流
と
し
て
、
つ
く
ば
市
、

土
浦
市
を
経
て
霞
ヶ
浦
に
流
れ
込
み
、
遠
く
は

鹿
島
灘
（
太
平
洋
）
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。



05

荒地

樹林

田

畑

市
域
の
約
半
分
を
山
地
が
占
め
、

桜
川
を
中
心
と
し
た
水
路
網
周
辺
に
田
畑
が
展
開
し
、

山
中
お
よ
び
耕
作
地
内
に
は
、
荒
れ
地
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

土
地
利
用



下小幡村

酒寄村

椎尾村

椎尾村

中村村

堀の内村 東山田村

田村
伊佐々村

塙世村

亀熊村

原方村

桜井村

白井村

源法寺村
細芝村

下谷貝村

上谷貝村 東矢貝村

上小幡村

東飯田村

大曽根村

本木村 猿田村

曽根村

松田村

友部村

西小塙村

加茂部村

上城村

青柳村

木植村
今泉村

阿部田村

羽田村

大国玉村

高久村

金敷村

青木村

長方村
中泉村

大田村

岩瀬中心部

大和中心部

真壁中心部

歴史的集落

06

地
形
お
よ
び
集
落
を
縫
う
よ
う
に
道
路
網
が
展
開
し
て
い
る 本郷村

下泉村

壇上村
西飯岡村

富岡村

鍬田村

久原村 富谷村
中里村

入野村

門毛村

南飯田村

間中村 平沢村

福崎村

小塩村

坂本村

大月村
稲村

山口村
池亀村

亀岡村

岩瀬村

飯淵村

大泉村

凡例

市街化区域

市街化区域

北関東自動車道

明治20年軍部測量地図に
示された村

主要道路

河川・水路河川・水路

池・沼

神社

寺

道
路
・
集
落



山
地
が
多
く
を
占
め
る
た
め
、
市
内
を
走
る
主
要
な

道
路
は
、
地
形
の
制
約
を
受
け
た
位
置
に
あ
る
。

地
形
の
影
響
の
少
な
い
北
関
東
自
動
車
道
は
、
隣
接

市
町
村
を
含
め
て
三
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
の
抜
け
出
た

二
か
所
で
、
岩
瀬
と
羽
黒
の
盆
地
に
道
路
を
表
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
良
い
景
観
と
し
て
多
く
の
回

答
が
あ
っ
た
の
は
、
栃
木
県
側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
た
、
下
泉
・
坂
戸
の
あ
た
り
の
右
手
に
筑
波
山
、

正
面
に
加
波
山
、
左
手
に
富
谷
山
を
一
望
で
き
る
パ

ノ
ラ
マ
景
観
が
広
が
る
。

07

現
況

地
形

桜
川
水
系

土
地
利
用

道
路
・
集
落

桜
川
は
、
北
東
部
の
鍬
柄
山
に
あ
る
鏡
が
池
を
源
流

と
し
て
い
る
。
桜
川
は
、
北
部
で
は
西
へ
、
中
央
か

ら
南
へ
向
か
っ
て
流
れ
、
ほ
ぼ
、
市
の
中
心
部
を

流
れ
て
い
る
。
全
長
は
約
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
○
本

の
支
流
を
も
つ
，
う
ち
市
内
の
支
流
は
○
本
で
あ
る
。

河
川
景
観
は
、
水
田
沿
い
は
ほ
場
整
備
済
み
の
部
分

が
多
く
、
直
線
形
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。

河
川
構
造
も
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
貼
り
の
護
岸
が
多

い
た
め
、
自
然
河
川
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
人
工
的
な
用
水
路
に
見
え
る
。

主
要
な
幹
線
道
路
の
う
ち
、
北
関
東
自
動
車
道
と
国

道　

号
線
と　

号
バ
イ
パ
ス
が
岩
瀬
地
区
の
盆
地
内

を
東
西
に
横
断
し
て
い
る
。
他
の
主
要
な
県
道
は
、

真
壁
を
中
心
に
放
射
状
に
走
っ
て
い
る
。
中
で
も
県

道
つ
く
ば
益
子
線
は
市
内
を
南
北
に
縦
断
し
、
山
並

み
に
沿
っ
て
走
る
。
市
道
は
、
各
集
落
を
網
の
目
状

に
つ
な
ぎ
、
生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
桜
川
と
県
道
つ
く
ば
益
子
線
の
間
に
並
行
し

て
走
る
農
道
は
、
直
線
区
間
が
長
く
信
号
が
少
な
い

た
め
に
、
通
勤
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

道
路

　
　

(
北
関
東
自
動
車
道
・
国
道
・
県
道
・
市
道
）

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
筑
波
山
・
加
波
山
な
ど
が

真
近
に
見
え
る
個
性
的
な
場
所
で
あ
る
。

山
並
み
を
背
景
に
、
田
園
を
舞
台
に
し
た
生
活
が
、

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
原
風
景
的
景
観
を

も
つ
。
平
地
の
半
分
を
田
と
畑
が
占
め
る
。
市
内

に
は
、
石
材
の
採
掘
場
な
ど
を
含
み
、
荒
れ
地
が
多

く
点
在
し
て
い
る
。

市
の
面
積
の    

％
が
山
地
に
当
た
る
。

40

山
地
内
で
は
、
花
崗
岩
が
産
出
す
る
。
ま
た
、
古
く

か
ら
山
岳
信
仰
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

水
辺
の
景
観

市
内
に
は
た
め
池
が
散
在
し
て
い
る
。
週
末
に
な
る

と
魚
釣
り
に
興
じ
る
人
で
に
ぎ
わ
う
。
市
民
に
と
っ

て
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
生
物
に
と
っ
て
も
貴
重
な

空
間
で
あ
る
。

　

号
バ
イ
パ
ス
は
、
飛
行
場
か
と
錯
覚
す
る
ぐ
ら
い

道
路
幅
員
が
広
い
部
分
が
あ
る
。
沿
道
に
は
、
大
型

の
商
業
施
設
や
石
材
工
場
、
飲
食
関
係
の
店
舗
な
ど

が
林
立
し
て
い
る
典
型
的
な
郊
外
の
商
業
景
観
を
呈

し
て
い
る
。
同
様
に
県
道
つ
く
ば
益
子
線
、
石
岡･

筑

西
線
の
真
壁
地
区
も
郊
外
商
業
景
観
を
も
つ
。

偶
然
の
山
ア
テ
道
路

筑
波
山
・
加
波
山
・
富
谷
山
な
ど
市
内
に
は
形
や
特

徴
の
分
り
や
す
い
山
が
あ
る
。
岩
瀬
市
内
の
道
路
か

ら
の
富
谷
山
。
大
国
・
鷲
宿
・
塙
世
地
区
か
ら
の
筑

波
山
・
加
波
山
な
ど
に
正
対
す
る
道
路
が
あ
る
。

50

50

50



08

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド(

桜
川
土
浦
自
転
車
道
）

旧
筑
波
鉄
道
の
廃
線
あ
と
を
自
転
車
道
と
し
て
県
が

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
長
約　

キ
ロ
。
一
部
車
道
と
化
す
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
ほ
ぼ
全
線
が
車
と
並
走
す
る
こ
と
な
く
自
転
車

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
途
中
に
は
旧
駅
跡
と
し

て
ホ
ー
ム
や
並
木
が
残
り
、
ト
イ
レ
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
昨
今
の
自
転
車
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
休
日

に
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
路(

登
山
道
）

市
内
の
山
は
低
山
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
信
仰
の
山

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
筑
波
山
・
加
波
山
・
雨
引
山
・

富
谷
山
・
権
現
山
な
ど
に
は
登
山
道
が
あ
る
。
筑
波

山
か
ら
岩
瀬
に
縦
走
登
山
も
で
き
る
。
最
近
で
は
信

仰
の
た
め
の
登
山
は
少
な
い
が
、
桜
や
紅
葉
の
時
期

は
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い
る
。

市
内
に
は
、た
く
さ
ん
の
集
落
あ
と
遺
跡
が
存
在
し
、

古
く
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
の
陸
軍
測
量
図
を
見
て
も
、
市
内
余
す

と
こ
ろ
な
く
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。
中
で
も
岩
瀬

と
真
壁
地
区
は
交
通
の
要
衝
、
産
業
拠
点
と
し
て
の

地
の
利
を
活
か
し
た
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。

観
光

し
か
し
、
東
京
近
郊
や
県
庁
所
在
地
と
距
離
を
お
き
、

鉄
道
交
通
網
か
ら
も
外
れ
た
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
は
な
ら
ず
、
商
業
や
工
業
の
発
展

が
鈍
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
が
あ
る
意
味
幸
い
し
、

歴
史
的
な
資
産
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
。
江
戸
期
の

真
壁
商
人
の
中
に
は
、
大
名
に
お
金
を
貸
す
ほ
ど
の

大
富
豪
が
存
在
し
た
。
真
壁
地
区
が
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
と
し
て
あ
る
の
も
、
そ
の
時
代
の
栄
華

の
証
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
、
大
き

な
屋
敷
や
長
屋
門
、
石
垣
を
持
つ
農
家
が
多
く
見
ら

れ
る
。
豊
か
な
農
産
物
や
石
材
を
背
景
と
し
た
豪
農

も
た
く
さ
ん
存
在
し
た
。　

国
の
名
勝
と
し
て
、
ま
た
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

さ
れ
た
十
一
種
の
山
桜
は
学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の

が
存
在
し
て
い
る
。

山
桜
以
外
に
も
、
市
内
に
は
多
く
の
桜
の
木
が
存
在

し
て
い
る
。

市
内
に
は
、
歴
史
の
あ
る
寺
社
・
仏
閣
が
存
在
し
て

い
る
が
、
全
国
的
に
著
名
な
も
の
は
な
い
。
雨
引
山

楽
法
寺
は｢

雨
引
観
音
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

集
落

40
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主
な
課
題

桜
川
水
系

土
地
利
用

道
路
・
集
落

観
光

低
山
の
た
め
、
山
の
奥
行
き
が
浅
く
、
河
川
距
離

が
短
い
。
降
っ
た
雨
は
、
短
時
間
で
市
内
を
通
過

す
る
た
め
、
雨
期
や
大
雨
、
事
故
な
ど
に
よ
り
、

汚
染
さ
れ
た
水
が
即
、
河
川
に
流
入
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

河
川
の
存
在
が
市
民
の
中
に
希
薄

塙
世
橋
よ
り
上
流
の
桜
川
は
、
支
流
も
含
め
、
生

活
の
風
景
の
中
に
、
川
面
が
現
れ
に
く
い
位
置
や

水
質
の
確
保

道
路
沿
道
の
商
業
景
観
と
自
然
景
観
の
調
和

桜
川
市
の
場
合
、
商
業
地
の
背
景
に
必
ず
山
が

見
え
る
。
商
業
施
設
と
山
の
重
な
り
は
、
山
を

見
た
い
人
に
と
っ
て
目
障
り
と
な
る
。
買
い
物

す
る
人
か
ら
は
、
気
に
は
な
ら
ず
、
問
題
に
な

ら
な
い
。
一
般
的
に
地
元
の
人
は
気
に
せ
ず
、

来
訪
者
が
気
に
す
る
場
合
が
多
い
。
市
内
に
は
、

著
名
な
山
が
あ
り
、
来
訪
者
も
訪
れ
る
。
ま
た
、

景
観
的
に
優
れ
た
道
路
か
ら
の
眺
望
の
確
保

筑
波
山
・
加
波
山
・
富
谷
山
を
正
面
に
見
る
道
路
上
は
、

で
き
る
だ
け
景
観
要
素
を
整
理
す
る
。
と
く
に
、
高

い
構
造
物
や
視
界
を
遮
蔽
す
る
屋
外
の
大
型
看
板
類

の
設
置
な
ど
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

歴
史
的
価
値
の
再
認
識

普
段
、
目
に
し
て
い
て
も
、
道
路
や
集
落
の
形
体
、

そ
の
歴
史
的
価
値
を
認
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
歴
史

的
な
建
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
道
路
や
集
落
形
体
な

ど
に
も
着
目
し
、保
全
す
る
と
同
時
に
、広
報
を
行
い
、

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

道
路
の
維
持
管
理

基
本
的
に
は
、
行
政
が
清
掃
・
維
持
管
理
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
頻
度
な
ど
は
、
状
況
に
よ
り
マ
チ

マ
チ
で
あ
る
。
最
近
は
、
経
済
的
状
況
か
ら
よ
ほ

ど
危
険
で
な
い
場
合
以
外
は
補
修
さ
れ
な
い
。
と

く
に
歩
道
部
は
、
ひ
び
割
れ
や
雑
草
の
繁
茂
が
見

ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
景
観
的
に
重
要
な
場
所
は
、

自
主
的
な
管
理
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

商
業
地
区
も
、
お
も
て
な
し
の
場
所
と
考
え
れ

ば
、
多
少
周
辺
に
配
慮
し
た
建
て
方
や
デ
ザ
イ

ン
を
気
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

歴
史
的
資
源
の
維
持
管
理

市
内
に
残
る
建
造
物
は
、
老
朽
化
が
激
し
い
も
の
が

山
地
内
・
農
地
内
・
河
川
周
辺
な
ど
広
範
囲
に
荒

地
が
存
在
し
て
い
る
。
と
く
に
山
地
内
の
荒
地
は
、

手
つ
か
ず
で
、
放
置
状
態
に
あ
る
場
所
が
多
い
。

山
林
の
荒
廃
は
、
水
源
の
涵
養
力
が
衰
え
た
り
、

良
質
な
土
壌
の
確
保
が
難
し
く
な
る
。
山
地
内
に

生
息
す
る
動
植
物
へ
の
影
響
や
、
養
分
の
少
な
い

水
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
、
土
砂
の
流
失
な
ど

様
々
な
影
響
が
出
る
。
自
然
景
観
の
大
半
を
山
地

が
占
め
る
た
め
、
山
地
の
健
全
な
森
林
管
理
は
大

変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
意
識

の
中
に
、
河
川
の
存
在
を
記
憶
と
し
て
留
め
る
力

が
弱
い
。

多
い
、
補
修
や
改
築
の
負
担
は
重
い
の
で
、
資
金
確

保
の
知
恵
が
必
要
で
あ
り
、
費
用
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

市
内
に
は
、
桜
の
名
所
が
多
い
。
と
く
に
山
桜
は

国
の
天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
て
い
る
。
貴
重
な

観
光
資
源
を
活
用
す
る
。
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計
画
へ
の
取
り
く
み
方

先
ず
、
景
観
的
な
観
点
か
ら
、
市
の
現
状
を
把
握

す
る
。
そ
し
て
、
特
徴
や
課
題
を
抽
出
し
、
計
画

の
基
本
方
針
や
考
え
方
を
導
き
出
す
。

景
観
を
構
成
す
る
要
素
の
大
き
な
も
の
、
自
然
を

土
台
に
、
道
路
や
河
川
な
ど
社
会
基
盤
を
形
成
す

桜川市景観まちづくりマスタープラン

市
民
主
体
の
景
観
形
成

市
民
の
参
加
の
考
え
方
に
つ
い
て
提
示
す
る
。

る
景
観
要
素
を
骨
格
に
、
そ
し
て
、
建
物
や
工
作

物
な
ど
、
身
近
な
景
観
構
成
要
素
を
表
情
と
し
て
、

三
つ
に
分
類
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
要
素
を
、

目
標
に
沿
っ
て
、
し
っ
か
り
と
構
築
し
、
全
体
の

調
和
を
図
る
。

▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼

桜
を
景
観
計
画
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
盛
り
込
む

心
と
風
景
の
一
体
化

景
観
要
素
の
三
分
類

１. 全体基本方針

地域の特性を活かす ( 土台 )

自然景観づくり　

桜川市

景観の特徴と課題

地域をつなぐ ( 骨格 )

社会景づくり　

さと・まちを構成する要素を磨く

生活景づくり ( 表情 )

（市民）

市民主体の景観形成

↓

↓

2. タイトルネーミング「桜源郷」

自然と暮らしの一体化

3-1

3-2

3-3

4.

三
つ
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る

地
域
の
特
性
を
活
か
す

市
の
大
半
は
、
山
を
中
心
と
し
た
自
然
環
境
が
占

め
て
い
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
や

育
成
が
、
良
い
景
観
形
成
の
大
き
な
鍵
を
握
る
。

こ
と
か
ら
、
自
然
的
な
景
観
要
素
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
。

地
域
を
つ
な
ぐ

河
川
や
道
路
を
中
心
と
し
た
有
機
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
主
な
対
象
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
景
観

要
素
と
し
て
視
界
を
占
め
る
割
合
が
高
く
、
そ
の

出
来
具
合
は
、
景
観
に
影
響
す
る
。
こ
の
つ
な
ぐ

景
観
要
素
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
。

さ
と
・
ま
ち
を
構
成
す
る
要
素
を
磨
く

主
に
建
物
や
工
作
物
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

時
代
の
変
化
や
技
術
な
ど
を
反
映
し
、
多
様
性
に

富
ん
だ
形
や
色
彩
を
も
つ
。
ま
た
、
生
活
に
近
い

場
所
に
あ
る
た
め
、
多
彩
な
表
情
を
見
せ
る
。
こ

れ
ら
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
景
観
要
素
に
対
す
る
考
え

方
を
示
す
。

3-13-23-3



桜
源
郷
を
も
と
め
て
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全
体
基
本
方
針

豊
か
な
自
然
を
保
全
す
る

桜
川
源
流
地
域
と
し
て
水
質
保
全
に
努
め
る

水
は
森
か
ら
の
養
分
を
運
び
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
維
持

に
か
か
わ
る
役
割
を
持
つ
。
源
流
と
し
て
、
清
流
と

し
て
の
水
質
や
景
観
を
大
事
に
す
る
。

桜
川
と
市
民
が
ふ
れ
あ
い
水
に
親
し
め
る
景
観
形
成

現
状
の
桜
川
は
、
機
能
も
見
た
目
も
用
水
路
化
し
て

い
て
、「
謡
曲
桜
川
」
に
謡
わ
れ
て
い
る
桜
川
の
イ

メ
ー
ジ
に
は
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
世
阿
弥
に

よ
り
与
え
ら
れ
た
無
形
の
価
値
を
継
承
す
る
。

広
々
と
し
た
水
田
、
う
ね
り
の
あ
る
土
地
に
展
開
す

る
畑
、
屋
敷
林
と
屋
敷
の
た
た
ず
ま
い
な
ど
、
農
業

景
観
の
典
型
が
多
く
存
在
す
る
。

と
く
に
長
屋
門
、
生
け
垣
、
鎮
守
の
森
、
旧
村
道
沿

い
の
景
観
木
，
耕
地
の
境
界
を
示
す
灌
木
、
石
塔
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
景
観
要
素
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ

う
な
桜
川
の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
農
業
景
観
を
で
き

る
だ
け
保
全
す
る
。

山
桜
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り
を
行
う

国
の
名
勝
と
し
て
、
ま
た
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

さ
れ
た
十
一
種
の
山
桜
は
学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
そ
の
価
値
を
理
解
し
景
観
づ
く
り
に
活
か

す
。

水
辺
の
景
観
を
活
か
す

市
内
に
あ
る
た
め
池
や
沼
は
、
市
民
に
と
っ
て
大
切

な
場
所
で
あ
り
、
生
物
に
と
っ
て
も
貴
重
な
空
間
で

あ
る
。

雄
大
な
筑
波
山
系
を
望
む
眺
望
を
確
保
す
る

市
内
で
最
も
自
然
で
、
雄
大
な
山
並
み
が
日
常
的
に
、

望
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
あ
る
。

筑
波
山
の
山
並
み
と
集
落
の
一
体
景
観

山
並
み
を
背
景
に
、
田
園
を
舞
台
に
し
た
生
活
が
、

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
原
風
景
的
景
観
を

で
き
る
だ
け
保
全
す
る
。

桜
川
の
景
観
向
上
と
水
質
を
保
全
す
る

豊
か
な
農
業
景
観
を
保
全
す
る

桜
川
独
自
の
景
観
資
源
を
活
か
す

歴
史
・
文
化
の
保
全
と
創
造

荒
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る

1.

十
分
な
安
全
性
の
確
保
と
親
水
空
間
・
ビ
オ
ト
ー
プ

な
ど
を
検
討
し
、
景
観
の
向
上
を
図
る
。

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
・
ハ
イ
キ
ン
グ
路
の
活

用自
動
車
交
通
路
で
は
な
い
貴
重
な
、
道
の
整
備
・

拡
充
な
ど
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

山
地
内
の
採
掘
地
、
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た

森
林
は
、
山
を
眺
め
る
風
景
の
中
に
表
れ
る
た
め
、

目
に
つ
き
や
す
い
。
ま
た
、
桜
川
沿
岸
の
荒
地
は
、

水
辺
に
近
づ
く
こ
と
を
妨
げ
た
り
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
場
所
に
な
り
や
す
い
。
市
内
に
数
多
く
点
在

す
る
荒
地
を
で
き
る
だ
け
整
備
す
る
。

真
壁
地
区
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
内
に
は
歴
史
的

な
建
造
物
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
建
造

物
に
つ
い
て
、
景
観
の
保
全
・
再
生
を
図
る
。
ま
た
、

新
し
い
建
造
物
と
の
創
造
的
な
調
和
を
図
る
。
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良
い
景
観
と
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
と
も
に
暮

ら
す
人
々
の
営
み
と
、
そ
こ
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る

文
化
や
歴
史
を
含
め
た
総
合
的
な
世
界
が
、
成
立

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
見
る
風
景
に
あ
る
。

そ
の
風
景
の
中
心
に
、
個
性
的
な
景
観
要
素
を
立

て
る
こ
と
に
よ
り
、
桜
川
市
ら
し
い
、
独
自
の
景

観
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

桜
川
市
ら
し
い
景
観
を
つ
く
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
の
代
表
の
一
つ
が｢

桜｣

で
あ
る
。

昔
か
ら
山
桜
の
自
生
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
こ

と
、
天
然
記
念
物
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
桜
は
、

市
民
に
と
っ
て
の
誇
り
で
あ
り
、
心
に
深
く
記
憶

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

基本のすがた

美しやま

生きた森

交易

生産物

生産

きれいな水

豊かな水量
良質な水

美しみず

美しまち

養分

美しさと

桜と美しい山々
桜と水 ( 川・池・湖 )

桜とさと・まち

将
来
像

｢
桜
源
郷
」

桜
源
郷

基
本
イ
メ
ー
ジ

主  役

準主役

名脇役

舞  台

桜が映る自然

桜が映るただずまい

桜川市全域

良
い
景
観
を
創
る
た
め
の
景
観
要
素
の
構
成
＝
配

役主
人
公
の
市
民
を
支
え
る
重
要
な
景
観
要
素
は
、

山
紫
水
明
の
自
然
環
境
に
あ
る
。
万
物
の
命
を
保

証
す
る
自
然
の
中
で
、
万
物
は
生
き
ら
れ
る
。

桜
は
、自
然
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、

次
に
名
脇
役
と
し
て
配
置
さ
れ
る
の
が
、
人
間
の

生
み
出
す
人
工
物
、
道
路
や
建
物
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
単
な
る
脇
役
で
は
良
い
景
観
に
は
な
ら

な
い
。
全
体
の
調
和
の
中
に
、
し
っ
か
り
と
し
た

存
在
感
が
必
要
と
な
る
。
主
役
・
準
主
役
・
名
脇

役
と
い
う
景
観
構
成
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を

ま
も
り
つ
つ
、
展
開
す
る
こ
と
で
良
い
景
観｢

桜
源

郷
」
が
生
ま
れ
る
。

市民のとりくみ

タ
イ
ト
ル
は
、
一
般
に
「
桃
源
郷
」
と
称
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
言
葉
は
、
聖
地
を
意
味
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
桜
川
市
も
自
然
に
恵
ま
れ
、
盆

地
状
の
地
は
、独
立
し
た
聖
地
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
な
こ
と
を
理
由
に
「
桃
源

郷
」
の
「
桃
」
を
「
桜
」
に
変
え
て
、「
桜
源
郷
」

と
名
付
け
た
。
市
民
に
と
っ
て
、
理
想
郷
を
求
め

る
志
を
か
き
た
て
、
新
た
な
魅
力
を
紡
ぎ
出
す
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
原

動
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

2.
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豊
か
な
自
然
と
の
一
体
感
を
つ
く
る

市
の
面
積
の
約
半
分
を
山
地
が
占
め
る
。

そ
の
山
容
は
、
大
海
原
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
や
わ

ら
か
な
う
ね
り
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
。
常
に
山

の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
。

そ
の
美
し
く
雄
大
な
自
然
景
観
を
ま
も
り
、
つ
く

る
こ
と
は
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

特
に
森
林
の
再
生
、
活
用
を
図
る
こ
と
は
、
動
植

物
全
体
の
生
態
に
大
き
く
係
わ
る
こ
と
で
、
我
々

の
暮
ら
し
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
る
。

水
環
境
を
大
事
に
す
る

日
本
の
原
風
景
と
い
え
る

た
た
ず
ま
い
を
大
事
に
す
る

桜
川
市
は
、
桜
川
水
系
の
最
上
流
域
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
水
質
の
良
し
悪
し
は
下
流
域
に

住
む
人
々
の
生
活
に
直
接
的
に
影
響
す
る
。

桜
川
流
域
内
に
住
む
人
々
と
環
境
は
一
体
で
あ
る

こ
と
を
、
常
に
認
識
し
、
清
流
と
し
て
保
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業

自
体
に
も
水
質
の
問
題
は
直
接
的
な
影
響
を
も
つ
。

人
、
生
活
、
産
業
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
水
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、
桜
川
水
系
は

市
民
の
命
綱
と
言
っ
て
も
よ
い
。
支
流
河
川
・
用
水
・

土
手
・
護
岸
な
ど
様
々
な
土
木
施
設
を
含
め
た
総

合
的
な
水
環
境
の
形
成
を
図
る
。

市
の
平
地
部
全
般
に
は
、
緑
豊
か
な
集
落
景
観
、

耕
地
と
調
和
し
た
ま
ち
並
み
な
ど
、
桜
川
ら
し
い

の
ど
か
な
景
観
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

ま
ち
部
は
、
真
壁
地
区
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

古
都
を
思
わ
せ
る
た
た
ず
ま
い
が
、
各
所
に
残
っ

て
い
る
。
桜
川
固
有
の
文
化
を
継
承
、
発
展
さ
せ

つ
つ
も
、
新
た
な
活
力
の
あ
る
、
地
域
社
会
と
の

共
存
も
不
可
欠
で
あ
る
。
新
旧
が
調
和
し
、
新
た

な
時
代
に
も
同
調
す
る
、
活
き
活
き
と
し
た
景
観

形
成
を
目
指
す
。

環
境
に
配
慮
す
る

景
観
計
画
と
環
境
問
題
は
、
同
じ
仲
間
と
し
て
と

ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
視
覚
面
の
み
な
ら
ず
、
環

境
面
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
や
生
態
系
へ

の
配
慮
な
ど
、
景
観
形
成
の
中
で
、
で
き
る
こ
と

を
実
行
し
て
い
く
。

桜
が
映
え
る
自
然

地
域
の
特
性
を
活
か
す

美
し
い
山
々
と
彩

高
峰
山
、
加
波
山
に
代
表
さ
れ
る
山
桜
は
、
他
の

木
々
と
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
美
し
い
モ
ザ
イ
ク

模
様
を
見
せ
て
く
れ
る
。

3-1
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山
の
手
入
れ
と
桜
の
植
栽

標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
山
林
の
ほ
と
ん
ど
は
、

人
為
的
に
植
林
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
は
材
木
と

し
て
活
用
さ
れ
な
い
た
め
に
、
人
の
手
が
入
ら
ず
、

放
置
さ
れ
て
い
る
山
林
が
多
く
、
立
ち
枯
れ
て
い

る
木
も
多
い
。
桜
を
配
植
す
る
場
所
と
し
て
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
立
地
で
あ
り
、
木
々
の
手
入
れ
が

必
要
で
あ
る
。

元
の
自
然
林
と
し
て
再
生
す
る
か
、
材
木
と
し
て

再
び
活
用
す
る
か
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
の
ど
ち
ら
か
の
過
程
に
お
い
て
、
桜
や
紅
葉
の

綺
麗
な
樹
な
ど
を
積
極
的
に
配
植
す
る
。

地
域
を
つ
な
ぐ

桜
川
水
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
示
す

主
な
対
象
と
基
本
的
な
考
え
方

●
桜
川(

支
流
・
用
水
路
な
ど
を
含
む
）

桜
川
や
そ
の
支
流
、
用
水
路
な
ど
の
水
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
市
内
を
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
掘
割
形
式

の
た
め
、
通
常
に
生
活
し
て
い
る
場
か
ら
川
面
を

見
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
本
流
の
沿
道
に
は
荒

地
も
多
く
存
在
し
て
い
る
た
め
、
人
が
川
に
近
づ
き

に
く
い
。
大
事
な
生
活
を
支
え
て
い
る
川
の
存
在
が

認
識
で
き
な
い
こ
と
は
、
景
観
資
源
の
大
き
な
損
失

で
あ
る
。

河
川
の
護
岸
上
部
周
辺
に,

植
栽
を
計
画
す
る
こ
で
、

間
接
的
で
は
あ
る
が
河
川
位
置
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。「
謡
曲
桜
川
」
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、
桜
と

桜
川
は
、
一
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
。
護
岸

の
上
部
に
は
、
桜
を
中
心
と
し
た
配
植
を
考
え
る
。

ま
た
、
左
図
の
よ
う
に
、
曲
線
部
分
や
橋
周
辺
の
視

界
が
開
け
て
い
る
場
所
近
く
の
配
植
は
、
景
色
と
し

て
見
ご
た
え
が
あ
る
。
少
な
い
配
植
で
も
効
果
が
高

い
。

樹
木
を
植
え
て
河
川
の
存
在
を
示
す

橋梁周辺

3-2
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水
鏡
を
活
か
し
桜
を
二
倍
楽
し
む

水
面
は
鏡
の
よ
う
に
景
色
を
映
し
、
一
つ
の
風
景

が
二
倍
に
広
が
る
。
水
辺
の
植
栽
は
、
季
節
、
日

の
光
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
姿
を
水
面
に
映
し
出

す
。

市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
た
め
池
や
沼
が
あ
る
。

つ
く
し
湖
や
上
野
沼
な
ど
、
桜
を
中
心
に
配
植
さ

れ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
水
辺
を
同
様
な

イ
メ
ー
ジ
で
整
え
る
。

④
河
畔
林
の
保
全
を
行
う
。

水
質
浄
化
、
生
態
系
保
全
を
図
る
。

①
桜
川
源
流
域
と
し
て
、
水
質
保
全
に
対
す
る
配
慮

を
十
分
に
行
う
。

支
流
・
用
水
路
・
山
林
に
対
し
て
も
同
様
の
配
慮
を

行
う
。

根
本
的
に
は
山
林
の
健
康
的
な
保
全
が
水
質
を
左
右

す
る
の
で
、
森
林
の
活
用
ま
た
は
、
自
然
回
帰
で
き

る
よ
な
管
理
を
検
討
す
る
。

③
市
内
の
河
川
は
川
面
が
低
く
見
え
に
く
い
、
間
接
的

な
方
法
と
し
て
河
川
位
置
、
線
形
を
見
せ
る
こ
と
を
考

え
る
。

②
農
業
用
水
路
的
表
情
を
も
つ
場
所
を
、
自
然
河
川

的
表
情
化
を
図
る
。

主
要
視
点
場
を
設
定
し
（
橋
上
な
ど
）
部
分
的
改
修

を
検
討
す
る
。

支
流
も
同
様
に
考
え
る
。
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大
景
観
（
山
並
み
）
の
保
全

筑
波
山
・
加
波
山
な
ど
へ
向
か
う
（
山
ア
テ
）
道
路

沿
道
の
景
観
要
素
を
整
頓
す
る
。

　
（
町
並
み
・
屋
外
広
告
・
旗
・
電
線
類
な
ど
）

②
移
動
空
間
と
し
て
の
安
全
性
や
利
便
性
を
確
保

す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

休
憩
施
設
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
の
充
実

案
内
情
報
の
充
実

草
刈
り
な
ど

①
改
修
時
に
合
わ
せ
、
周
辺
景
観
と
の
調
和
を
図

る
。

●
つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
・
ハ
イ
キ
ン
グ
路

●
道
路
法
面

①
新
築
、
改
修
時
に
合
わ
せ
、
周
辺
景
観
と
の
調

和
を
図
る
。

河
川
に
架
か
る
橋
梁
は
、
水
辺
を
眺
め
る
場
所
と

し
て
、
高
欄
・
橋
詰
の
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す
る
。

●
橋
梁

山あて

分岐点

曲線部

クランク部

旧
真
壁
駅
跡
の
桜

①
旧
駅
舎
周
辺
に
桜
を
配
植

駅
空
間
の
賑
わ
い
の
記
憶
を
留
め
た
り
、
休
憩
所

の
目
印
と
し
て
、
桜
の
配
植
を
積
極
的
に
行
う
。

(

花
が
咲
い
て
い
な
い
時
で
も
、
桜
の
樹
種
は
分
か

り
や
す
い
）
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①
幹
線
道
路
は
、
来
訪
者
、
通
過
者
の
視
点
に
た
っ

た
景
観
形
成
を
図
る

幹
線
道
路
を
家
に
例
え
る
と
、
玄
関
の
前
面
道
路
と

言
え
る
。
あ
る
程
度
、
外
向
け
に
意
識
す
る
空
間
で

あ
り
、
来
訪
者
か
ら
は
そ
の
家
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
市
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
意
識
を
も
っ
て
、
景
観
を
構
成
す
る
要
素
の
質

や
デ
ザ
イ
ン
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
並
木
を
検

討
す
る
場
合
は
、
積
極
的
に
桜
を
配
植
す
る
。

主
な
対
象
と
基
本
的
な
考
え
方

●
主
要
幹
線
道
路

桜
の
木
で
歓
迎
の
意
を
表
現
す
る

幹
線
道
路
上
の
市
境
、
主
要
分
岐
点
は
他
都
市
と
桜

川
市
、
郊
外
と
市
内
な
ど
、
空
間
の
転
換
点
に
位
置

す
る
。
そ
の
た
め
印
象
が
深
く
残
る
。
ま
た
、
来
訪

者
に
対
す
る
歓
迎
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る.

桜
を
中
心
と
し
た
花
木
な
ど
の
植
栽
演
出
を
行

う
。

修
景
地
概
念
図

集落

まち

桜川市

市境

主要交差点

市境・出入り口

地域

主要幹線道路

桜
並
木
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さ
と
・
ま
ち
を
構
成
す
る
要
素
を
磨
く

桜
が
映
え
る
た
た
ず
ま
い

生
活
の
拠
点
と
し
て
、
主
に
住
宅
や
事
務
所
・
商
店
・

工
場
な
ど
、
多
様
な
建
物
の
集
合
体
が
さ
と
の
集
落

で
あ
り
、
ま
ち
で
あ
る
。
景
観
要
素
の
中
心
は
、
建

物
群
と
な
る
。
個
々
の
機
能
や
目
的
、
歴
史
の
様
式
、

技
術
や
材
料
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
複
雑
な
集
合
体
で
あ
る
。
一
つ
の
ね
ら
い
で
統

一
的
な
景
観
を
構
成
す
る
の
は
大
変
む
ず
か
し
い

が
、
で
き
る
だ
け
調
和
を
図
る
。

桜
源
郷
と
い
う
ね
ら
い
に
対
し
、
景
観
形
成
の
方
法

と
し
て
、
引
き
立
つ
主
役
を
見
せ
る
に
は
、
複
雑
な

集
合
体
を
な
る
べ
く
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
や
り

方
が
あ
る
。

一
つ
は
桜
を
景
観
木
と
し
て
建
物
群
や
建
物
が
名
脇
役

　
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
控
え
目
な
見
せ
方
を
す
る
。

二
つ
目
は
、
客
を
も
て
な
す
気
持
ち
を
花
で
表
し
、
視

　
線
を
引
き
つ
け
る
。

二
つ
の
や
り
方
は
、
新
し
く
も
な
く
、
昔
か
ら
行
わ

れ
、
現
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
以
下
の
写
真
が

示
す
通
り
で
あ
る
。
桜
川
市
内
で
は
、
各
所
に
そ
の

や
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
伝
統
的
な
や
り
方
に
、
今
回
は
桜
の
要
素
を
加

え｢

桜
源
郷｣

の
実
現
を
目
指
す
。

屋
敷
の
景
観
木
の
一
つ
に
桜
を
あ
し
ら
う

お
も
て
な
し
の
心
を
花
や
花
木
で
表
す

お
も
て
な
し
の
心
を
見
世
庭
で
表
す

通
り
か
ら
門
の
奥
の
庭
を

見
せ
る

そ
ば
に
近
づ
い
て
庭
を
の

ぞ
く

庭
を
開
放
す
る

3-3
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●
ま
ち
、
集
落
（
建
造
物
群
）　　
　

①
歴
史
的
形
成
の
基
本
と
な
る
ま
ち
の
形
式
を
ま
も

る
。

城
下
町
・
門
前
町
・
宿
場
町
な
ど

島
状
集
落
・
線
状
集
落
な
ど

町
割
・
構
え
な
ど

ま
ち
の
形
を
ま
も
る
た
め
に
、
市
街
地
の
内
外
を
明

確
に
す
る
（
ス
プ
ロ
ー
ル
化
し
な
い
）

②
ま
ち
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
。

屋
根
の
形
や
材
料
、
色
彩
な
ど
の
統
一
化
を
図
る
。

●
大
型
建
造
物　
　
　

①
大
規
模
建
造
物
（
大
型SC

・
工
場
な
ど
）
は
、

都
市
計
画
上
の
配
置
を
原
則
と
し
、
施
設
の
周
辺

に
は
、
十
分
な
緑
化
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
ま
ち
、
集
落
内
に
位
置
す
る
大
規
模
建
造
物
は
、

周
辺
の
建
造
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
へ
の
配
慮
か
ら
、
軽
減
す
る
見
え
方
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
を
行
う
。

●
ま
ち
並
み

①
間
口
・
構
え
・
軒
高
な
ど
、
隣
接
す
る
建
物
と
の

共
通
化
を
図
る
。

歴
史
的
建
物
が
連
続
す
る
場
所
で
は
、と
く
に
様
式
、

素
材
の
統
一
を
図
る
。

②
街
路
空
間
を
構
成
す
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
、

ま
ち
並
み
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

　
（
舗
装
・
街
路
樹
・
街
灯
・
柵
類
・
案
内
板
な
ど
）

③
電
線
・
電
柱
類
は
、
ま
ち
並
み
景
観
が
良
く
見
え

る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
と
く
に
重
要
な
景
観（
場
面
）

に
お
い
て
は
、
様
々
な
方
法
を
検
討
し
、
景
観
の
保

全
を
行
う
。

④
屋
敷
林
・
景
観
木
な
ど
を
で
き
る
だ
け
保
全
す
る
。

名
脇
役
と
し
て
の
整
備

写真上：まとまりのある屋並み
写真下：形、色彩が複雑な屋並み
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●
歴
史
的
建
造
物

市
内
に
は
、
歴
史
の
あ
る
寺
社
仏
閣
・
民
家
・
町
屋
・

見
世
蔵
な
ど
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
多
く
は
、
忠
実

な
再
現
は
困
難
な
場
合
が
多
が
、
原
則
と
し
て
、
で

き
る
だ
け
往
時
の
技
術
、
材
料
に
従
い
修
復
し
、
保

全
を
図
る
。

（
門
・
塀
・
庭
・
樹
木
な
ど
も
同
様
）　　

住
ん
だ
り
、
使
用
し
て
い
る
建
物
の
場
合
は
、
現
代

生
活
に
合
わ
せ
た
機
能
性
や
快
適
性
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
個
々
の
事
情

や
使
い
方
に
あ
っ
た
保
全
が
重
要
と
な
る
。

歴
史
的
な
建
造
物
に
習
う
場
合

桜
川
地
方
に
は
、
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
建
物
の
デ

ザ
イ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
の
踏
襲
は
、

地
域
ら
し
さ
を
産
む
。
安
易
な
模
倣
で
は
な
く
、
現

代
の
感
覚
や
技
術
、
材
料
な
ど
を
駆
使
し
、
感
覚
的

な
整
合
と
質
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

桜
川
市
内
で
見
ら
れ
る
歴
史
的
な
建
築
な
ど
の
様
式

見
世
蔵

民
家

四
脚
門

長
屋
門

屋
敷
林

高
生
垣

石
垣

生
垣
門

植
木

町
屋



桜
源
郷
を
は
ぐ
く
む
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い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う

桜
源
郷
の
実
現
へ
向
け
て

志
の
輪
を
広
げ
る

・
同
じ
志
を
も
つ

・
一
人
ひ
と
り
が
行
動
す
る

・
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
を
出
す

・
市
民
へ
の
計
画
の
周
知

・
学
習
の
機
会
を
つ
く
る

　

学
校
教
育
・
環
境
学
習
・
生
涯
学
習
な
ど
、
様
々

　

な
も
の
を
活
用
し
、
景
観
計
画
の
理
解
を
図
る
。

・
人
材
を
育
て
る

　
　
　
　
　

ル
ー
ル
を
ま
も
る
、
つ
く
る

・
景
観
法
、
茨
城
県
景
観
条
例

  

同
屋
外
広
告
物
条
例
、
桜
川
市
景
観
条
例
、

  

そ
の
他
の
法
律
、
条
例
、
基
準
類
な
ど

･

重
要
地
区
指
定
、
地
区
計
画
、
景
観
協
定
、

  

緑
化
協
定
、
建
築
協
定

･

任
意
の
景
観
基
準
、
協
定
、
憲
章
、
宣
言
、

  

景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

資
金
を
つ
か
う
、
つ
く
る

･

公
的
助
成
制
度
の
活
用

・
民
間
助
成
制
度
の
活
用

・
募
金
、
基
金
な
ど
を
つ
の
る

・
企
業
広
告
を
活
用
す
る

目
標
を
よ
り
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
明
確
な
対
象

に
対
す
る
ル
ー
ル
化
が
必
要
と
な
る
。

様
々
な
ル
ー
ル
の
周
知
や
遵
守
、
新
た
な
ル
ー
ル
に

従
う
こ
と
に
よ
り
、
確
実
に
目
標
達
成
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。

実
践
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
経
費
的
な
負
担
が
伴

な
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
事
業

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
費
用
負
担
が
増
大
す
る
。

官
・
民
、
様
々
な
団
体
に
よ
る
助
成
の
活
用
や
自

ら
資
金
を
産
み
出
し
、
独
自
の
財
源
確
保
を
行
う

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

景
観
を
ま
も
り
つ
く
る
実
践
は
、
日
常
生
活
の
行
動

や
行
事
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
事
業
な
ど
に
取
り
込

ま
れ
て
こ
そ
前
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
よ
り
二
人
、
二
人
よ
り
三
人
、

仲
間
ど
う
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
参
画
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

小
学
生
、
中
学
生
な
ど
へ
の
学
習
機
会
を
設
け
次

　

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
行
動
す
る
仲
間
を
つ
く
る

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

ル
ー
ル
の
例

自
分
た
ち
の
生
活
の
場
と
し
て
、
自
分
の
家
の
よ
う

な
意
識
を
持
っ
て
風
景
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が
、

最
も
重
要
で
あ
る
。
川
や
緑
を
愛
し
、
地
域
文
化
や

産
業
、
風
土
を
大
切
に
す
る
心
は
、
市
民
の
み
な
ら

ず
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
も
豊
か
に
す
る
。

そ
う
し
た
意
識
を
持
つ
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体

的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
本
当
の
意
味
で
の
魅

力
的
な
景
観
が
生
ま
れ
る
。

市
民
主
体
の
景
観
形
成

4.
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事
業
化
を
図
る

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
化

・
地
場
産
業
活
性
化

・
観
光
事
業
化
・
環
境
事
業
化

景
観
に
係
わ
る
事
業
の
す
べ
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

終
わ
る
こ
と
は
な
い
。

実
践
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
は
、
資
金
の
手
当
て

は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
知
恵
と
工
夫
次
第
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
商
品
と
し
て

の
価
値
を
産
む
可
能
性
が
あ
る
。
常
に
、
事
業
化
の

機
会
を
伺
う
精
神
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

計
画
の
発
展
と
管
理

重
点
地
域
指
定

市
民
の
景
観
形
成
に
対
す
る
意
識
が
高
い
地
域
、
土

地
利
用
の
転
換
な
ど
を
行
っ
た
地
区
な
ど
に
お
い

て
、
地
域
ご
と
の
景
観
誘
導
施
策
を
検
討
し
、
よ
り

計
画
趣
旨
に
沿
っ
た
景
観
形
成
を
図
る
。

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

景
観
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
検
討
す
る
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
参
画
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
様
な
実
行
内
容
を
検
討

す
る
。

景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討

計
画
の
主
旨
、
考
え
方
を
よ
り
深
く
、
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
に
か
か
わ
る
ガ
イ
ド
を

示
す
。

事
業
評
価

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
、
確
認

す
る
仕
組
み
と
評
価
方
法
を
検
討
す
る
。

計
画
書
の
評
価

時
代
と
と
も
に
、
ま
た
、
実
行
率
の
上
昇
と
と
も
に
、

計
画
段
階
と
の
開
き
が
現
れ
る
。
定
期
的
に
計
画
書

の
内
容
を
評
価
す
る
仕
組
み
と
、
評
価
基
準
を
検
討

す
る
。

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

具
体
的
な
形
が
現
れ
る
事
業
成
果
に
対
し
、
視
覚
的

に
公
開
で
き
る
仕
組
み(

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー)

を

つ
く
る
。
デ
ザ
イ
ン
内
容
の
確
認
と
基
準
を
越
え
た

創
造
や
発
見
、
他
へ
の
波
及
効
果
な
ど
質
の
高
い
景

観
形
成
が
行
え
る
。
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